
初タイトルから14年
2度目のナビスコ制覇へ！！
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［監督］
ネルシーニョ柏レイソル

2013 J.LEAGUE YAMAZAKI NABISCO CUP FINAL
2013.11.2 SAT 国立競技場 13:10 KICK OFF 　柏レイソルが初めて手にしたタイトルが99

年のヤマザキナビスコカップ。そしてユニホー
ムには、このタイトルを意味する星が刻まれ
た。二つ目の星を手にするまでに12年の月日
がかかったが、11年のJ1リーグ制覇に続く、
12年天皇杯優勝で、いま胸元には3つの星が
輝いている。そして4つ目の星を目指し、14年
ぶりに再びヤマザキナビスコカップの決勝の
舞台に選手たちは立っている。
　今年最大の目標としていたAFCチャンピオ
ンズリーグ（ACL）のタイトルは準決勝で逃し
たが、結果的に万全の戦いを挑めるようにも
なった。言い訳なしの90分が始まる。
　対戦相手の浦和レッズはリーグ戦でも優勝
争いを続ける強豪クラブ。こちらも10年ぶり
2度目のタイトル獲得に向け、意気が揚がって
いる。圧倒的な人数を誇るサポーターに対し、
レイソルサポーターもそれに負けない熱い応
援を期待したい。
　6日前のリーグ戦ではFW興梠慎三、DF森
脇良太を出場停止で欠くなか、DF槇野智章の
攻撃参加に機先を制され、早々に失点を許し
た（●1−2）。レギュラーメンバーが復帰すれ
ば、レッズの攻撃はさらに鋭さを増す。一発勝
負の決勝で1点は重みを増し、先制点がチー
ムに与える影響は大きい。レイソルはこれまで
以上に集中した戦いが必要になる。
　キャプテン大谷秀和、DF橋本和の出場停
止は痛手だが、代わって登場する選手の活躍
もサッカーの醍醐味のひとつ。ピッチに立つ
チャンスを得た選手のすべてがヒーローにな
る可能性を持つなかで、誰が活躍するのか。
ピッチから目が離せない。

◀初優勝の1999年に授与されたヤマザキナビスコカッ
プと、現在はアカデミーの指導者となった当時の出場メン
バーたち。左から平山智規U-12コーチ、下平隆宏U-18監
督、渡辺毅U-12監督、酒井直樹U-15監督。

スマートフォンサイト

浦和レッズVS

REYSOL WINNING GUIDE
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予想スターティングメンバー
22	 DF	 橋本 和
23	 DF	 渡部 博文
25	 DF	 小林 祐介
26	 MF	 太田 徹郎
27	 DF	 キム チャンス
28	 MF	 栗澤 僚一
29	 MF	 谷口 博之
30	 MF	 山中 亮輔
31	 GK	 中村 航輔
32	 GK	 伊藤 俊祐（2種）
33	 DF	 中谷 進之介（2種）
34	 DF	 中山 雄太（2種）
※出場停止：大谷 秀和、橋本 和

ヘッドコーチ／井原 正巳
コーチ／布部 陽功
GKコーチ／アレックス
フィジカルコーチ／ピメンテウ

1	 GK	 桐畑 和繁
2	 DF 	 藤田 優人
3	 DF 	 近藤 直也
4	 DF 	 鈴木 大輔
5	 DF	 増嶋 竜也
7	 MF	 大谷 秀和
8	 MF	 澤 昌克
9	 FW	 工藤 壮人
10	 MF	 レアンドロ ドミンゲス
11	 FW	 クレオ
14	 MF	 狩野 健太
15	 MF	 ジョルジ ワグネル
16	 GK	 稲田 康志
17	 MF	 秋野 央樹
18	 FW	 田中 順也
19	 FW	 木村 裕
20	 MF	 茨田 陽生
21	 GK	 菅野 孝憲
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［監督］
ペトロヴィッチ浦和レッズ

24	 FW	 原口 元気
25	 GK	 大谷 幸輝
26	 MF	 永田 拓也
27	 MF	 小島 秀仁
28	 DF	 岡本 拓也
29	 MF	 矢島 慎也	
30	 FW	 興梠 慎三	
34	 MF	 山田 直輝
46	 DF	 森脇 良太		
※出場停止：なし

コーチ／堀 孝史
コーチ／杉浦 大輔
コーチ／天野 賢一
コーチ／長嶺 寛明
GKコーチ／土田 尚史

1	 GK	 山岸 範宏
2	 DF	 坪井 慶介
3	 MF	 宇賀神 友弥
4	 DF	 那須 大亮	
5	 DF	 槙野 智章
6	 DF	 山田 暢久
7	 MF	 梅崎 司
8	 MF	 柏木 陽介
10	 MF	 マルシオ リシャルデス
11	 MF	 関口 訓充
12	 DF	 野田 紘史
13	 MF	 鈴木 啓太
14	 MF	 平川 忠亮
17	 DF	 永田 充
18	 GK	 加藤 順大
19	 FW	 阪野 豊史
22	 MF	 阿部 勇樹	
23	 MF	 野崎 雅也

柏レイソル直営グッズ売店のご案内
バックスタンドコンコース内(青山門側・17番入り口付近)にて柏
レイソル直営のグッズ売店を出店しております。是非ご利用下さい。

◆営業時間：開場〜試合終了後約20分まで
※終了時間は状況に応じて変更となる場合が
ございますので予めご了承下さい。

《ご注意》Jリーグ主管試合のため、直営グッズ売店を含む、場内全てのグッズ売店
でアソシエイツ会員割引適用外となります。予めご了承下さい。



　2013年のナビスコカップ優勝に王手をかけた。今回のタイトルを手にした
なら、レイソルは諸手を挙げて“常勝クラブ”を名乗ることができるのではない
だろうか。

“常勝”は、よく使用されるフレーズだが、その定義は曖昧である。一体、何勝
すれば“常勝”なのか、何年連続で優勝すれば“常勝クラブ”なのか。定義は
無いに等しい。
　優勝することで、そのクラブには“常勝”への権利が与えられる。しかし１度優
勝したものの、その翌年は無冠で終わるようなクラブを“常勝”とは呼べない。で
は、２年連続優勝ではどうか。それはそれで素晴らしい成績ではある。だが、それ
では間口はあまりにも広がり、“常勝クラブ”ばかりが乱立してしまうことになる。
　そこで筆者の考える定義はこうだ。１回目の優勝で“常勝”の扉の前に立
ち、翌年、タイトルを手にした時に扉を開くことを許される。そして３年連続タイ
トルを達成すると扉の向こうへ、すなわち“常勝”の領域に足を踏み入れられ
るのではないか。過去20年のＪリーグの歴史を振り返ってみても、“常勝クラ
ブ”の域に到達した強豪には、リーグ、天皇杯、ナビスコカップという国内３大
タイトルのいずれかを３年連続で制し、一時代を築いたという共通点がある。
　例えば鹿島には２度（1996〜98年、2007〜12年）の連続タイトルの経験
があり、さらにＶ川崎（現東京Ｖ、1992〜94年）、磐田（1997〜99年）、Ｇ大阪

（2007〜09年）の３クラブも３年連続タイトルという輝かしい記録を残して
いる。いずれも、Ｊリーグの歴史に燦然と輝く黄金時代を築いた“常勝クラブ”
であることに異論はないだろう。
　先ほどの定義に当てはめてみると、レイソルは2011年のＪ１優勝で“常勝
クラブ”の扉の前に立ち、2012年の天皇杯優勝でその扉を開けた。そして、
今回のナビスコカップで優勝を果たせば、いよいよ“常勝クラブ”の領域に足
を踏み入れる。
　３年連続でタイトルを手にしたクラブは、Ｊリーグでは４クラブがあることは
先述の通りだが、リーグ、天皇杯、ナビスコカップ、この国内３大タイトル全
てを３年間で手にしているという点に限れば、実は鹿島のみ。Ｖ川崎、磐田、
Ｇ大阪は、３年連続タイトルは達成したが、２つの大会に限られている。した
がってレイソルが今回のナビスコカップのタイトルを手にすると、鹿島以来２
クラブ目の偉業達成だ。ただ、Ｊ２優勝を含めた国内全タイトルというと、当然
のことながら皆無。Ｊ２、Ｊ１、天皇杯、ナビスコカップの４年連続タイトル獲得
は、Ｊリーグ史上初の快挙となる。
　レイソルは14年前の1999年、ナビスコカップで優勝し、初のタイトルを勝ち
取っているが、『ネルシーニョ・レイソル』にとっては最後に残された国内タイト
ルであり、優勝すれば晴れて国内全タイトル制覇の“グランドスラム”である。
　全ての力を結集して、ナビスコカップのタイトルを手にし、レイソルは“常勝
クラブ”として新たな歴史を切り開く。

Profile／鈴木潤 Jun SUZUKI
レイソルを中心に国内ユース年代から海外サッカーなどを取材。J's GOALのレイソル担当も務める。

常勝の領域

ハタメグミ…イラストレーター。
エルゴラッソでも描いています。
ブログ【はためにっき】公開中！

ナビスコ、決勝きたよー！
ここまできたら、もう言う
ことはありません。勝つ！
絶対に優勝する！それだけ。
最後に笑うのは、レイソルだ！

　Jリーグ及び柏レイソルでは、安全で快適
な試合観戦環境をご提供するため、「試合

運営管理規程」に基づいて試合の安全管理とセキュリティーを行っております。ご観戦
の際は、柏レイソル公式HPや各入場ゲート付近に掲出してある「試合運営管理規程」
を遵守していただき、試合の雰囲気を盛り上げるようなフェアな応援をお願いいたします。
　観戦ルールやマナーを守っていただくことで「安全で快適なスタジアム」は実現できると
考えております。皆様のご理解・ご協力を宜しくお願い申し上げます。
　また地震が多発している状況を受け、当クラブでは安全対策の強化に取り組んでいま
す。試合前、試合中に大きな揺れを感じた場合はあわてて出口や通路、階段に殺到しな
いようにし、身をかがめる、頭を保護するなど身の安全を確保してください。なお、試合中
に緊急地震速報が発表された場合、一時試合を中断いたします。場内アナウンスの指
示に従って落ち着いて行動していただきますようお願いいたします。

サッカーを愛する皆様へ

J.League Yamazaki Nabisco Cup
決勝トーナメント表●２０１3Ｊリーグ ディビジョン１

	 節	 日付	 時間	 対戦	 会場	 結果
 	1	 3月3日（日）	 13：00	 川崎	 日立柏	 ○3-1
 	2	 3月9日（土）	 14：00	 FC東京	 味スタ	 ●0-3
 	3	 3月16日（土）	 14：00	 仙台	 ユアスタ	 ●1-2
 	4	 3月30日（土）	 15：00	 大分	 日立柏	 ○3-1
 	5	 4月6日（土）	 17：00	 名古屋	 日立柏	 △3-3
 	6	 4月13日（土）	 13：00	 甲府	 中銀スタ	 ●1-3
 	7	 4月20日（土）	 14：00	 鳥栖	 ベアスタ	 ○3-0
 	8	 4月26日（金）	 19：00	 大宮	 日立柏	 ●0-4
	10	 5月6日（月・休）	 19：00	 横浜FM	 日立柏	 ○2-1
	11	 5月11日（土）	 14：00	 磐田	 ヤマハ	 ○1-0
	12	 5月18日（土）	 15：00	 C大阪	 日立柏	 ●1-3
	13	 5月26日（日）	 16：00	 浦和	 国立	 ●2-6
 	9	 5月29日（水）	 19：00	 広島	 Eスタ	 △0-0
	14	 7月6日（土）	 19：00	 新潟	 東北電ス	 ●2-3
	15	 7月10日（水）	 19：00	 湘南	 BMWス	 ○2-1
	16	 7月13日（土）	 19：00	 鹿島	 国立	 ○2-1
	17	 7月17日（水）	 19：00	 清水	 日立柏	 △2-2
	18	 7月31日（水）	 19：30	 横浜FM	 日産ス	 △1-1
	19	 8月3日（土）	 19：00	 鳥栖	 日立柏	 ○2-1
	20	 8月10日（土）	 19：00	 大分	 大銀ド	 △0-0
	21	 8月17日（土）	 19：00	 仙台	 日立柏	 △0-0
	22	 8月24日（土）	 19：00	 大宮	 NACK	 ○3-2
	23	 8月28日（水）	 19：00	 湘南	 日立柏	 ○5-2
	24	 8月31日（土）	 18：30	 鹿島	 カシマ	 ●1-3
	25	 9月13日（金）	 19：00	 磐田	 日立柏	 ●1-3
	26	 9月22日（日）	 17：00	 C大阪	 長居	 △1-1
	27	 9月28日（土）	 15：00	 新潟	 日立柏	 △1-1
	28	 10月6日（日）	 14：00	 川崎	 等々力	 ●1-3

KASHIWA REYSOL 2013 Game Schedule
	 29	 10月19日（土）	 15：00	 甲府	 日立柏	 ○2-0
	30	 10月27日（日）	 16：00	 浦和	 埼玉	 ●1-2
	31	 11月10日（日）	 13：00	 広島	 日立柏
	32	 11月23日（土・祝）	17：00	 名古屋	 豊田ス
	33	 11月30日（土）	 17：00	 FC東京	 日立柏
	34	 12月7日（土）	 15：30	 清水	 アイスタ

	ACL1	 2月27日（水）	 19：30（20：30）	貴州人和	 貴陽	 ○1-0
	ACL2	 3月13日（水）	 19：00	 セントラルコースト	 日立柏	 ○3-1
	ACL3	 4月3日（水）	 19：30	 水原	 水原	 ○6-2
	ACL4	 4月9日（火）	 19：00	 水原	 日立柏	 △0-0
	ACL5	 4月23日（火）	 19：00	 貴州人和	 日立柏	 △1-1
	ACL6	 4月30日（火）	 19：00（18：00）	セントラルコースト	ゴスフォード	 ○3-0
	R16-1	 5月15日（水）	 19：00	 全北現代	 全州	 ○2-0
R16-2	 5月22日（水）	 19：00	 全北現代	 日立柏	 ○3-2
準々決勝第1戦	 8月21日（水）	 19：00	 アルシャバブ	 日立柏	 △1-1
準々決勝第2戦	 9月18日（水）	 20：15（19日2：15）	アルシャバブ	 キングファハド	 △2-2
準決勝第1戦	 9月25日（水）	 19：00	 広州恒大	 日立柏	 ●1-4
準決勝第2戦	 10月2日（水）	 20：00（21：00）	広州恒大	 広州天河	 ●0-4

●AFCチャンピオンズリーグ2013

準々決勝 第1戦	6月23日（日）	 19：00	 広島	 Eスタ	 ○2-1
準々決勝 第2戦	6月30日（日）	 19：00	 広島	 日立柏	 ●0-1
準決勝 第1戦	9月7日（土）	 19：00	 横浜FM	 日立柏	 ○4-0
準決勝 第2戦	10月12日（日）	 13：00	 横浜FM	 ニッパ球	 ●0-2
決勝	 11月2日（土）	 13：00	 浦和	 国立

●2013Jリーグヤマザキナビスコカップ決勝トーナメント

2回戦	 9月4日（水）	 19：00	 筑波大	 日立柏	 ○4-2
3回戦	 10月16日（水）	 19：00	 岡山	 日立柏	 ○1-0
4回戦	 11月16日（水）	 13：00	 大分	 カンスタ

●天皇杯全日本サッカー選手権大会

——今回、決勝まで勝ち上がったチームを見て感じる部分は。
下平隆宏U-18監督「当時とはサッカーのスタイルが当然違うし、
選手の質も上がっているから、一概に比較はできないけれど、対戦
相手が浦和レッズというビッグクラブなので、楽しみな試合です」

渡辺毅U-12監督「ここ数年、ヤ
マザキナビスコカップの決勝は
チケットが完売しているんです
よね。僕らのころは空席もあっ
たので（※公式記録3万5238
人）、満員の国立ってすごいん
だろうなと思います。うらやまし
いです」
酒井直樹U−15監督「いまは
選手個々のレベルが高いです。
もちろん身体的な能力は同じ
人間なのでそう変わらないし、
サッカーもその時代によって
変わってはいますが、いまのレ
イソルは勝ち方を知っていると

思います。勝つためのサッカーを知って実践している。そう考える
と、当時の自分はサッカーをすることに精いっぱいでした」
平山智規U-12コーチ「リーグ戦で試合をやった相手と1週間後に
また対戦することになるので難しいとは思うけれど、前の試合で修
正点を出して、すぐに挑めるという点でいい流れなのかもしれない
と思います」
——14年前の決勝のことは覚えていますか。
下平「映像を何回か見直したことがあるので、かなり覚えていま
す」
渡辺「当日のことは、ぜんぜん覚えていないですね」
平山「試合に出始めたころだったので、対峙する名良橋さんをどう
抑えようってことで頭がいっぱいでした」
下平「そこが昔とはいまとの違いを感じられるところで、当時は名
良橋にどう対峙していくかはヒラの責任。いまなら11人のメンバー
のなかのひとりとしての役割があって、どう対戦していくかという

ことになる」
渡辺「当時は個人個人が強ければOK、という感じでした。いまは
ひとりがうまくて強くても、チームのなかで生きなければ意味がな
いという風に変化しています」
——決勝では大谷選手と橋本選手が出場停止です。どんな選手が
起用されると予想しますか？
渡辺「2年目の山中は出場したら楽しみな選手ですよ」
下平「タニの代わりはバラ（茨田陽生）の可能性が高いのかな。
出場メンバーにアカデミーの選手が増えるなら楽しみが増えま
す」
酒井「タイトルを獲るチャンスはチームとしても、クラブとしても逃

してはいけないと思います。優
勝すれば、10年後、15年後に、
いまこうして僕らがやっている
ような座談会を彼らができるよ
うになると思うので、ぜひこの
チャンスを掴んで欲しい。選手
はタイミングが良ければ、一気
にチャンスをつかめるもの。満
員で注目度の高いなかで活躍
すれば、代表に呼ばれるかもし
れない。ここで自信を掴んで欲
しい。個人的にはドゥ（近藤直
也）が何かをやってくれそうな
気がしています。ヘディングは
強いし、レッズは3バックだか

ら、何かが起こりそうです」
——浦和との決勝戦で期待する部分は。
渡辺「最近レイソルは3バックのチームとの対戦が多かった。もち
ろんビルドアップの仕方が違う相手もいるなかで、浦和相手にど
うやって戦うんだろうという楽しみがあります」
酒井「僕がちょうど14年前に経験した同じシステムで戦う可能性も
あります。当時は『アップダウンの繰り返しで相手を攻略しろ。自
陣に釘付けにするくらいにアタックしろ』と言われていました。同じ

システムならば、サイドの攻防
が楽しみです」
平山「個人的に一緒にプレーし
ていたドゥには期待してます。
リーグ戦では負けましたが、同
じ相手に続けて負けるわけに
はいかないので、結果を出して
くれると思います」
下平「リーグで調子がいい浦
和が有利だと言われているな
かで、選手同士のマッチアッ
プ、対峙するパワーがより強く
出る試合になると思います。3
バックに対する3トップ、サイド
同士、中盤の選手同士など、そ
こでの個のパワーが必要になってくる。リーグの調子以上に経験
を出せると思うので、平山と名良橋のように互いにやり合うような
マッチアップを楽しみにしたいし、1人1人が頑張って欲しい。あと
キーになる選手をどう消していくか、どうプレーさせないかがポイ

ントだと思います」
渡辺「浦和だと原口ですかね」
平山「興梠は調子いいですよ
ね」
下平「当時はオレがビスマルク
をマークして勝負をさせないと
いう戦いがあった。最後はタイ
トルを取りたいというメンタル
の強さが出るし、そこは当時も
いまも変わらない部分。いいコ
ンディションで試合に入って、
メンタルで勝つ。劣勢でも劇的
なゴールを出せるくらいに、諦
めずにやって欲しいです」

下平隆宏 Takahiro Shimotaira（1991〜2000、2003〜2004）
日立製作所時代からボランチとしてレイソルの中
盤を支え続けた仕事人。99年の初制覇時はキャ
プテンを務め、聖杯を掲げた。

渡辺毅 Takeshi Watanabe（1993〜2004）
99年当時は洪明甫（決勝戦は出場停止）、薩川
了洋とともに鉄壁の3バックを形成。長くレイソ
ルの最終ラインに君臨した。

酒井直樹 Naoki Sakai（1995〜2001）
レイソルの下部組織から、トップチーム、さらに
は日本代表まで登り詰めた最初の存在。レイソ
ルの元祖イケメンアタッカー。

平山智規 Tomonori Hirayama（1996〜2007）
当時は、明神智和、北嶋秀朗、大野敏隆、南雄太
らとともに若手有望選手として頭角を現しはじめ
ていた「左サイドの貴公子」。

1999年、柏レイソルとして手にした初めてのタイトル、ナビ
スコカップ。決勝戦は後半終了間際にDF渡辺毅のゴールで
追いつき、延長戦の末にPKで決着がつくという白熱した展
開となった。今に語り継がれる名勝負を戦い、現在はアカデ
ミーの指導者として後進の育成に当たる当時の選手たちが、
自らの思い出と今日の一戦への期待を語り合う。


